
V
ol.3

5
平
成
2
5
年
3
月
定
例
議
会

発
行
／
中
城
村
議
会

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

沖
縄
県
中
城
村
字
当
間
1
7
6
番
地

T
E
L
8
9
5
－
4
3
1
8

F
A
X
8
9
5
－
4
3
5
8

も
っ

と
　

 知
ろ

う
み

ん
な

の
議

会

題
字
：
琉
大
附
属
中
学
校
　
新
　
垣
　
知
　
里

題
字
：
琉
大
附
属
中
学
校
　
新
　
垣
　
知
　
里



中城村議会だより　2013年６月5日　第35号（２）

平成24年度中城村一般会計補正予算（第7号）

追加額             34 万 2 千円
総　額 66 億 1,461 万 2 千円とする

政務活動費の交付に
関する条例の制定

可
決議

案
第
1号 採

択発
議
第
1号

中城村議会委員会条例の一部を
改正する条例の提案

議会会議規則の一部を
改正する規則の提案

採
択発
議
第
2号 採

択発
議
第
3号

第1回 臨時議会平成25年2月15日

三
月
定
例
議
会
上
程
一
覧

議
案
第
二
号

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
三
号

現
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
規
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
四
号

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
五
号

暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
六
号

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

議
案
第
七
号

児
童
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
八
号

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
九
号

保
育
所
設
定
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
十
号

村
民
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
十
一
号

浜
漁
民
集
落
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

議
案
第
十
二
号

村
道
路
の
構
造
の
技
術
的
規
準
等
を
定
め
る
条
例

議
案
第
十
三
号

都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
十
四
号

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
特
定
公
園
施

設
の
設
置
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

議
案
第
十
五
号

公
共
下
水
道
の
構
造
の
技
術
基
準
等
に
関
す
る
条
例

議
案
第
十
六
号

水
道
事
業
の
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
基
準
等
に
関
す
る
条
例

議
案
第
十
七
号

第
四
次
中
城
村
国
土
利
用
計
画
を
定
め
る

議
案
第
十
八
号

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更

議
案
第
十
九
号

介
護
保
険
広
域
連
合
規
約
の
変
更

補正額           709 万 2 千円を追加
総　額 66 億 3,264 万 2 千円とする

補正額            80 万円を追加
総　額 3 億 5,779 万 9 千円とする

一般会計補正（第9号）可
決議

案
第

35
号

公共下水道事業特別会計補正（第4号）可
決議

案
第

36
号

補正額          294 万 8 千円を追加
総　額 1 億 1,081 万 8 千円とする

後期高齢者医療特別会計補正（第3号）可
決議

案
第

22
号

補正額 1  億 4,983 万 6 千円を追加
総　額 10 億 4,882 万 9 千円とする

土地区画整理事業特別会計補正（第3号）可
決議

案
第

23
号

土地区画整理事業特別会計予算

歳入、歳出を 5 億 8,000 万 5 千円

可
決議

案
第

29
号

歳入、歳出を 3 億 5,013 万円

公共下水道事業特別会計予算可
決議

案
第

30
号

中城南小学校備品（情報機器）購入業務
3,790 万 5 千円

社会福祉法人陽だまり福祉会に
譲与する。

物品購入等の契約可
決議

案
第

33
号

建物（中城村立第三保育所）の処分可
決議

案
第

34
号

補正額         1,093 万 8 千円を追加
総　額 66 億 2,555 万とする

補正額   1 億 2,041 万 3 千円を減額
総　額 23 億 5,261 万 2 千円とする

可
決議案

第
2
6号

一般会計補正（第8号）可
決議

案
第

20
号 国民健康保険特別会計補正（第3号）可

決議
案
第

21
号

補正額       1,135 万 3 千円を減額
総　額 3 億 5,699 万 9 千円とする

公共下水道事業特別会計補正（第3号）可
決議

案
第

24
号

収入補正額 1,550 万円を追加
収入総額 5,550 万円とする

水道事業会計補正（第3号）可
決議

案
第

25
号

歳入、歳出を 23 億 5,823 万 7 千円 歳入、歳出を 1 億 1,125 万 8 千円

国民健康保険特別会計予算（第 3 号）可
決議

案
第

27
号

後期高齢者医療特別会計可
決議

案
第

28
号

平成25年度一般会計予算が可決
　平成24年度3月議会にて、次年度の一般会計予算を慎重に審議した結果、原案通り可決しました。

※各常任委員会へ付託された議案の審査については、11ページに記載しています。

歳　入

歳　出

汚水処理施設管理事業特別会計

歳　入 4 億 2,630 万 3 千円
歳　出 4 億 2,085 万 4 千円

水道事業会計可
決議

案
第

31
号

歳入、歳出それぞれ 360 万 7 千円

可
決議

案
第

32
号

平成25年度 特別会計予算

平成24年度 補 正 予 算

（3）2013年６月5日　第35号　中城村議会だより

第2回 3月定例議会 平成25年3月11日～3月28日

議
案
第
二
十
号

中
城
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
八
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
一
号

中
城
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

議
案
第
二
十
二
号

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
案
第
二
十
三
号

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

議
案
第
二
十
四
号

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

議
案
第
二
十
五
号

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
案
第
二
十
六
号

一
般
会
計
予
算

議
案
第
二
十
七
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
八
号

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
九
号

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
三
十
号

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
三
十
一
号

水
道
事
業
会
計
予
算

議
案
第
三
十
二
号

汚
水
処
理
施
設
管
理
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
三
十
三
号

物
品
購
入
等
契
約

報
告
第
一
号

専
決
処
分
報
告 

沖
縄
県
町
村
土
地
開
発
公
社
事

業
計
画
の
報
告

報
告
第
二
号

専
決
処
分
報
告 

村
道
中
城
城
跡
線
改
良
舗
装
工
事

（
二
工
区
）改
訂
契
約

議
案
第
三
十
四
号

建
物
（
中
城
村
立
第
三
保
育
所
）
の
処
分

議
案
第
三
十
五
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
九
号
）に
つ
い
て

議
案
第
三
十
六
号

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）

追

加

案

件

上

程

一

覧



中城村議会だより　2013年６月5日　第35号（4）

平成25年 3月定例議会一 般 質 問 ※質問者が会議録から要約した原稿を編集しています。

村政を
問う！ 一 般 質 問

本村農業の現状と今後の課題

新垣　博正　議員

議
員
　
沖
縄
県
の
全

農
業
産
出
額
は
、
一

九
九
〇
年
一，
〇
六
九

億
円
か
ら
二
〇
一
〇

年
に
は
九
二
四
億
円

へ
一
五．
六
％
減
少
し

て
い
る
。
本
村
の
農

業
産
出
額
の
推
移
は
。

農
林
水
産
課
長
　
九
〇
年

十
二
億
八
千
万
か
ら
〇
六

年
七
億
四
千
万
円
で
四
二．

二
％
の
減
少
で
す
。

議
員
　
同
じ
く
サ
ト
ウ
キ

ビ
、
野
菜
の
推
移
に
つ
い

て
伺
う
。

農
林
水
産
課
長
　
九
〇
年

サ
ト
ウ
キ
ビ
、
四
億
四
千

万
円
か
ら
〇
六
年
一
億
五

千
万
円
、
（
六
五．
九
％
減
）

野
菜
は
三
億
五
千
万
円
か

ら
一
億
五
千
万
円
（
五
七．

二
％
減
）
で
す
。

議
員
　
県
の
統
計
資
料
よ

る
と
作
付
面
積
一
ｈ
ａ
当

た
り
産
出
額
は
二
六
三
万

円
で
す
。
本
村
の
一

ｈ
ａ
当
た
り
の
産
出

額
は
い
く
ら
か
。

農
林
水
産
課
長
　
百

八
十
五
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

議
員
　
沖
縄
県
全
耕

作
面
積
の
う
ち
サ
ト
ウ
キ

ビ
が
五
三．
八
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
本
村
の
全
耕

作
地
面
積
に
サ
ト
ウ
キ
ビ

が
占
め
る
割
合
は
。

農
林
水
産
課
長
　
耕
作
面

積
三
九
九
ｈ
ａ
の
う
ち
サ

ト
ウ
キ
ビ
が
三
三．
三
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

議
員
　
本
村
一
ｈ
ａ
当
た

り
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
産
出
額

は
。

農
林
水
産
課
長
　
サ
ト
ウ

キ
ビ
は
百
十
三
万
円
で
す
。

議
員
　
経
済
的
土
地
生
産

性
を
向
上
さ
せ
る
作
物
へ

の
転
換
が
必
要
と
考
え
る

が
、
農
業
政
策
の
所
見
を

伺
う
。

農
林
水
産
課
長
　
サ
ト
ウ

キ
ビ
は
全
耕
地
面
積
の
約

四
割
、
農
家
の
六
割
（
三

三
四
戸
）
が
栽
培
し
基
幹

作
物
で
あ
り
、
生
産
性
向

上
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
し
か
し
、
現
状
は
、

規
模
の
零
細
性
、
農
家
の

高
齢
化
、
遊
休
地
の
増
加
、

機
械
化
の
遅
れ
な
ど
に
よ

る
収
穫
面
積
や
単
収
が
減

少
し
て
い
る
。
生
産
法
人

の
育
成
に
よ
る
規
模
拡
大

を
図
っ
て
い
く
。
一
方
、

土
地
基
盤
整
備
完
了
区
域

に
お
い
て
は
、
ト
マ
ト
、

き
ゅ
う
り
、
島
に
ん
じ
ん
、

季
節
野
菜
、
花
卉
栽
培
な

ど
も
生
産
さ
れ
て
お
り
農

業
の
再
編
を
図
っ
て
い
く

こ
と
も
考
え
た
い
。

議
員
　
サ
ト
ウ
キ
ビ
以
外

の
作
物
へ
転
換
し
た
場
合
、

農
業
用
水
の
確
保
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
地
下
水

設
備
を
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。

農
林
水
産
課
長
　
整
備
は

必
要
と
考
え
る
。
実
施
可

能
な
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
つ

い
て
県
と
も
相
談
し
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
、
防
災
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
い
て
の
質
問
も

あ
り
ま
し
た
。

財政運営と健全化

金城　章　議員

議
員
　
財
政
運
営
と

健
全
化
の
確
保
と
村

の
限
り
あ
る
財
源
の

中
で
今
後
ど
の
よ
う

な
施
策
を
行
っ
て
い
く
か
。

企
画
課
長
　
本
村
の
財
政

運
営
は
限
ら
れ
た
財
源
で

最
大
限
の
行
政
効
果
が
上

げ
ら
れ
る
よ
う
事
業
の
効

率
化
や
コ
ス
ト
縮
減
に
よ

る
支
出
の
抑
制
を
図
り
、

重
点
的
な
予
算
配
分
を
行

っ
て
い
る
、
今
後
の
行
政

需
要
の
増
大
な
ど
厳
し
い

財
源
状
況
を
招
く
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

村
民
税
や
固
定
資
産
税
な

ど
の
増
加
す
る
一
方
で
、

扶
助
費
、
事
務
的
経
費
も

増
加
を
続
け
て
お
り
、
財

政
の
硬
直
化
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。
継
続
し
た
事

業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
聖

域
化
す
る
こ
と
な
く
、
こ

れ
ま
で
と
違
う
視
点
か
ら

精
査
を
行
い
、
事
業

の
意
義
か
ら
効
果
ま

で
を
見
直
す
な
ど
徹

底
し
た
行
財
政
改
革

に
取
り
組
む
よ
う
村

民
の
ニ
ー
ズ
や
関
心

の
高
い
事
業
に
予
算

を
配
分
で
き
る
よ
う
予
算

編
成
に
心
が
け
、
中
城
村

が
自
立
し
活
力
あ
る
村
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
中
城
村
に
お
い
て

平
野
地
域
と
台
地
地
域
を

容
易
に
か
つ
利
便
よ
い
道

路
が
必
要
と
思
う
が
、
今

後
、
東
西
道
路
を
ど
う
考

え
、
進
め
て
い
く
の
か
。

企
画
課
長
　
東
西
道
路
は

将
来
的
な
普
天
間
飛
行
場

返
還
を
見
据
え
、
国
道
三

二
九
号
か
ら
国
道
五
八
号

へ
の
横
断
道
路
の
整
備
を

促
進
し
ま
す
。

議
員
　
普
天
間
基
地
返
還

後
に
設
定
す
る
と
、
何
年

後
に
で
き
る
か
、
二
十
年
、

三
十
年
後
の
計
画
で
は
だ

め
だ
と
思
う
が
早
期
計
画

を
県
、
国
へ
の
要
請
を
進

め
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

企
画
課
長
　
東
西
道
路
は

や
は
り
必
要
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
高
低
差
と
距

離
も
考
え
、
当
然
村
独
自

の
整
備
は
予
算
、
技
術
面

に
お
い
て
も
非
常
に
厳
し

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

普
天
間
飛
行
場
の
返
還
を

待
た
ず
に
と
り
あ
え
ず
三

二
九
号
か
ら
三
三
〇
号
間

に
つ
き
ま
し
て
は
国
、
県

に
要
望
、
要
請
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
ぜ
ひ
東
西
道
路
計

画
を
し
、
早
め
の
要
請
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
北
上
原
、
新
垣
、

登
又
地
域
の
今
後
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
の
質
問
、
国
道

三
二
九
号
バ
イ
パ
ス
道
路
の

取
り
組
み
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
冷
却
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
に
つ
い

て
の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

東
西
道
路
計
画
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仲座　　勇　議員

議
員
　
芝
生
の
維
持

管
理
は
ど
こ
が
ど
の

よ
う
に
行
う
か
。

教
育
総
務
課
長
　
基

本
的
に
は
学
校
が
行

い
ま
す
。
主
な
維
持

管
理
と
し
て
刈
り
込
み
、

散
水
、
施
肥
、
埋
め
土
、

除
草
等
が
あ
り
ま
す
。

議
員
　
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
設
定
等
は
ど
う
か
。

教
育
総
務
課
長
　
宜
野
湾

市
の
長
田
小
学
校
の
芝
生

の
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
取

り
寄
せ
て
、
検
討
す
る
。

議
員
　
送
迎
バ
ス
の
ル
ー

ト
、
時
間
、
運
賃
等
設
定

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長
　
既
存
の

コ
ー
ス
を
基
本
に
バ
ス
会

社
へ
委
託
し
ま
す
。
朝
は

二
台
の
バ
ス
で
各
二
回
、

昼
は
幼
稚
園
用
に
一

回
、
午
後
は
一
台
の

バ
ス
で
二
回
運
行
す

る
。
ま
た
運
賃
は
中

学
生
が
一
回
一
〇
〇

円
、
小
学
生
、
幼
稚

園
児
は
半
額
の
一
回
に
つ

き
五
〇
円
。

議
員
　
南
小
学
校
前
の
信

号
機
設
置
に
つ
い
て
。

住
民
生
活
課
長
　
村
と
し

て
も
再
三
要
請
し
、
宜
野

湾
署
の
交
通
管
理
セ
ン
タ

ー
に
二
月
に
も
上
申
書
を

提
出
。
引
き
続
き
要
請
す

る
。

議
員
　
南
上
原
中
央
線
か

ら
北
線
に
抜
け
る
県
道
の

十
字
路
の
信
号
機
設
置
は
。

住
民
生
活
課
長
　
小
学
校

前
と
同
様
に
、
設
置
ま
で

粘
り
強
く
要
請
し
て
い
き

た
い
。

議
員
　
糸
蒲
公
園
の
南
西

側
十
字
路
の
横
断
歩
道
設

置
、
そ
の
十
字
路
か
ら
南

へ
街
区
公
園
一
号
へ
抜
け

る
Ｔ
字
路
の
横
断
歩
道
の

設
置
は
。

住
民
生
活
課
長
　
宜
野
湾

署
及
び
関
係
機
関
と
調
整

し
検
討
す
る
。

議
員
　
通
学
路
の
標
識
設

置
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

住
民
生
活
課
長
　
制
限
速

度
四
〇
キ
ロ
、
駐
車
禁
止
、

追
い
越
し
禁
止
の
設
置
を

確
認
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
同
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
村
当
局
の
支
援
協
力

の
考
え
は
。

企
業
観
光
課
長
　
補
助
金

を
交
付
す
る
。

議
員
　
事
務
所
と
し
て
公

共
施
設
の
提
供
は
可
能
か
。

例
え
ば
北
上
原
分
校
跡
は
。

企
業
観
光
課
長
　
主
管
課

に
利
用
願
い
も
申
し
入
れ

て
お
り
、
検
討
す
る
。

防 災 計 画

新垣　徳正　議員

議
員
　
災
害
時
の
避
難
経

路
、
避
難
場
所
の
設
定
、

そ
の
地
権
者
と
の
使
用
協

定
の
策
定
状
況
は
。

総
務
課
長
　
避
難
経
路
、

避
難
場
所
の
設
定
、
一
時

避
難
場
所
に
つ
い
て
は
現

在
事
前
協
議
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
横
断
歩

道
橋
設
置
の
要
請
は
総
合

事
務
局
へ
上
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

議
員
　
会
館
の
ス
テ
ー
ジ

が
使
い
勝
手
が
悪
い
と
言

う
話
し
を
聞
く
が
。

生
涯
学
習
課
長
　
村
文
化

協
会
な
ど
か
ら
改
善
の
要

望
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
を
外
側
に
広
げ

る
場
合
、
構
造
自
体
が
打

ち
っ
ぱ
な
し
構
造
に
な
っ

て
居
り
問
題
が
あ
り
ま
す
。

設
計
事
務
所
と
も
協

議
を
し
ま
し
た
が
、

構
造
計
算
等
、
ど
の

様
な
補
強
を
施
す
の

か
に
よ
っ
て
費
用
も

変
わ
る
と
言
う
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
点
も
含
め
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員
　
「
教
育
課
程
特
例

校
制
度
」
を
活
用
し
琉
球

史
の
時
間
を
設
置
す
る
が
、

特
例
校
制
度
の
認
可
は
可

能
か
。

教
育
総
務
課
主
幹
　
認
可

を
受
け
る
の
は
可
能
だ
と

思
う
。
教
育
課
程
を
編
成

す
る
と
い
う
部
分
で
工
夫

と
研
究
が
必
要
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

議
員
　
教
科
書
作
成
な
ど

の
執
筆
を
教
員
が
行
う
の

か
。

教
育
総
務
課
主
幹
　
今
進

め
て
い
る
の
は
、
教
科
書

で
は
な
く
、
教
材
、
副
読

本
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。

教
職
員
は
三
年
生
か
ら
六

年
生
の
副
読
本
の
部
分
で

協
力
を
し
て
も
ら
う
予
定

で
す
。

議
員
　
琉
球
史
は
歴
史
資

料
が
乏
し
く
難
題
だ
と
思

う
が
、
ど
う
認
識
す
る
か
。

教
育
総
務
課
主
幹
　
企
画

会
議
の
中
で
事
実
の
部
分
、

伝
聞
、
遺
物
、
遺
跡
か
ら

想
定
さ
れ
る
も
の
な
ど
を

ど
う
扱
う
の
か
と
い
う
部

分
で
非
常
に
配
慮
が
必
要

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

企
画
委
員
の
中
で
文
化
係
長
、

文
化
財
審
議
委
員
長
、
琉

球
大
学
教
授
、
琉
球
服
飾

研
究
所
所
長
な
ど
の
監
修

を
依
頼
し
て
時
代
考
証
し

て
い
く
予
定
で
す
。

議
員
　
琉
球
史
を
ど
う
認

識
す
る
か
。

村
長
　
我
々
が
過
去
に
ど

う
い
う
変
遷
を
重
ね
な
が

ら
沖
縄
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
か
、
そ
し
て
今
現
在

に
至
っ
て
い
る
の
か
、
琉

球
史
の
授
業
の
行
き
着
く

と
こ
ろ
は
そ
の
部
分
に
な

る
の
か
な
と
い
う
、
そ
う

い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
け
は
持

っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

吉
の
浦
会
館
の
構
造
的
問
題

琉
球
史
の
授
業

中城南小運動場芝生の維持管理

通
学
路
の
安
全
対
策

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
支
援
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中城村第四次基本構想・基本計画

宮城　重夫　議員

議
員
　
基
本
計
画
で

将
来
像
を
「
心
豊
か

な
暮
ら
し
〜
住
み
た

い
村
、
と
よ
む
中
城
〜
」

と
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

住
み
た
い
人
々
の
居

住
を
政
策
的
に
ど
う

確
保
す
る
お
考
え
で

す
か
。

村
長
　
本
村
は
非
常
に
法

律
的
規
制
が
厳
し
い
所
で

す
の
で
、
一
挙
に
そ
の
考

え
を
変
え
て
、
そ
れ
ら
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
こ
と

は
難
し
い
面
が
多
々
あ
る

の
は
ご
承
知
だ
と
思
い
ま

す
。
都
市
計
画
法
の
中
で

緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
活
用
し
な
が

ら
、
ま
た
優
良
田
園
住
宅

制
度
は
二
十
五
年
六
月
ご

ろ
を
め
ど
に
基
本
方
針
を

取
り
ま
と
め
て
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
居
住
政
策
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

議
員
　
基
本
施
策
で

均
衡
の
と
れ
た
土
地

利
用
の
推
進
で
、
将

来
的
な
居
住
ニ
ー
ズ

の
動
向
に
対
応
す
る

た
め
に
新
た
な
市
街

地
形
成
の
促
進
を
検
討
す

る
と
表
明
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
具
体
策
は
あ
り
ま
す

か
。

企
画
課
長
　
特
定
保
留
地

と
し
て
県
と
調
整
を
進
め

て
お
り
ま
す
泊
、
久
場
地

区
の
市
街
化
区
域
へ
の
編

入
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。
中
城
村
優
良
田

園
住
宅
の
建
設
促
進
に
関

す
る
基
本
方
針
、
そ
の
策

定
に
向
け
て
現
在
沖
縄
県

と
協
議
中
で
す
。
優
良
農

地
以
外
の
場
所
で
も
今
後

引
き
続
き
一
筆
ご
と
の
農

振
除
外
に
よ
り
住
宅
地
の

確
保
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
第
三
次
総
合
計
画

で
南
上
原
地
区
を
重
点
的

に
開
発
し
た
結
果
、
平
成

二
十
五
年
四
月
以
降
、
中

城
、
津
覇
両
小
学
校
の
児

童
数
が
極
端
に
減
り
ま
す

が
、
小
学
校
の
規
模
と
し

て
は
ど
う
考
え
で
す
か
。

教
育
長
　
前
二
項
質
問
と

結
び
つ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、

下
地
区
の
子
供
た
ち
が
ふ

え
る
よ
う
な
、
政
策
も
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

教
育
総
務
主
幹
　
学
校
教

育
施
行
規
則
第
四
一
条
、

小
学
校
の
学
級
数
は
十
二

学
級
以
上
十
八
学
級
以
下

を
規
準
と
す
る
。
平
成
二

十
五
年
度
、
中
城
小
学
校

十
四
学
級
、
津
覇
小
学
校

十
三
学
級
、
両
校
と
も
規

準
学
級
の
範
疇
で
す
。

議
員
　
二
十
四
年
十
二
月

議
会
で
質
問
し
ま
し
た
、

当
間
地
区
海
岸
沿
い
の
ボ

ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
排

水
門
が
壊
れ
、
排
水
機
能

が
失
わ
れ
た
件
で
、
そ
の

後
の
村
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長
　
早
速
業

者
に
依
頼
し
、
水
門
制
作

を
終
え
て
今
週
末
に
も
設

置
工
事
を
完
了
し
て
い
き

ま
す
。

新年度の重点施策

伊佐　則勝　議員

議
員
　
自
主
防
災
組
織

補
助
金
と
し
て
三
五
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
、
奥
間
地
区

の
自
主
防
災
会
の
み
が
設

立
さ
れ
て
い
る
関
連
か
ら
、

予
算
措
置
に
つ
い
て
具
体

的
な
説
明
を
求
め
る
。

総
務
課
長
　
自
主
防
災
組

織
補
助
事
業
に
つ
い
て
、

今
年
度
は
三
五
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は

活
動
に
対
す
る
育
成
補
助

金
が
十
万
円
、
防
災
訓
練
、

災
害
時
の
救
護
、
救
助
活

動
に
使
う
備
品
等
の
購
入

補
助
金
で
二
五
万
円
の
計

上
を
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
新
規
事
業
と
し
て

芽
だ
し
し
た
自
主
防
災
組

織
の
補
助
金
が
、
す
で
に

設
立
さ
れ
た
一
自
治
会
の

み
の
予
算
し
か
計
上
さ
れ

て
な
く
、
施
政
方
針
で
各

地
域
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
の
設
立
支
援
に

努
め
る
と
し
て
い
る
が
、

予
算
が
全
く
伴
っ
て

い
ま
せ
ん
。
立
ち
上

が
り
か
ら
防
災
行
政

の
ス
ピ
ー
ド
化
と
意

気
込
み
の
弱
さ
を
露

呈
し
た
と
感
じ
る
が
、
ど

う
思
う
か
。

総
務
課
長
　
今
年
度
も
各

自
治
会
で
の
説
明
会
等
を

実
施
し
、
自
主
防
災
組
織

を
増
や
し
て
い
く
考
え
で
す
。

設
立
の
時
期
が
、
新
年
度

に
な
る
か
、
年
度
途
中
に

な
る
の
か
、
そ
の
辺
を
見

計
ら
い
な
が
ら
予
算
措
置

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
　
新
規
創
設
事
業
と

し
て
、
自
治
会
活
動
活
性

化
助
成
事
業
と
し
て
二
百

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
の
政
策
的
配
慮
で
各

自
治
会
の
活
性
化
を
支
援

す
る
予
算
措
置
と
理
解
し

高
く
評
価
し
ま
す
。
他
の

助
成
事
業
と
の
関
連
も
含
め
、

運
用
方
法
に
つ
い
て
具
体

的
な
説
明
を
求
め
ま
す
。

村
長
　
助
成
事
業
が
各
自
治

会
で
有
効
に
活
用
で
き
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
に
こ
た
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

企
画
課
長
　
自
治
会
へ
の
助

成
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
を

財
源
と
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
」
と
「
中
城
村

地
域
活
動
支
援
事
業
」
が
あ

り
ま
す
。
今
回
創
設
し
た
「
自

治
会
活
動
活
性
化
補
助
事
業
」

は
、
自
治
会
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
地
域
活
動

や
備
品
購
入
等
、
五
十
万
円

を
上
限
に
補
助
金
を
交
付
す

る
考
え
で
す
。

議
員
　
要
綱
案
も
ほ
ぼ
骨
格

が
ま
と
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
実
際
の
運
用
時
期
に

つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

企
画
課
長
　
運
用
に
つ
い
て

は
、
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
へ

の
説
明
。
申
請
の
受
付
等
の

手
順
か
ら
六
月
頃
に
は
申
請

が
可
能
と
な
る
か
と
考
え
ま

す
。

そ
の
他
、
奥
間
区
内
入
口
の

河
川
橋
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
沿
い

へ
の
転
落
事
故
防
止
安
全
柵

設
置
の
早
急
対
策
の
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。
（
設
置
工
事

完
了
済
み
）
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議
員
　
自
然
環
境
の
保

全
対
策
は
。

企
画
課
長
　
斜
面
地
の
緑
地

は
、
村
民
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
で
あ
り
、
保
全
に
努
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
中
城
城

跡
周
辺
は
世
界
遺
産
登
録
に

支
障
が
な
い
よ
う
開
発
抑
制

し
、
県
と
調
整
を
し
た
い
。

議
員
　
特
別
緑
地
保
全
地
区

制
度
を
活
用
し
、
共
有
の
資

源
・
財
産
と
し
て
緑
地
帯
を

村
が
買
い
取
っ
て
頂
き
た
い
。

（
墓
地
対
策
）

議
員
　
無
許
可
墓
の
対
策
は
。

住
民
生
活
課
長
　
法
律
二
十

条
等
、
罰
則
に
よ
る
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

議
員
　
昨
年
の
申
請
状
況
は
。

住
民
生
活
課
長
　
四
十
八
件

で
村
在
住
が
十
五
件
、
あ
と

は
村
外
で
す
。

議
員
　
法
律
で
墓
地
は
各
市

町
村
で
対
策
を
し
な
い
と
い

け
な
い
。
個
人
・
分

譲
に
よ
る
墓
地
に
対

す
る
固
定
資
産
税
は
。

税
務
課
長
　
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

議
員
　
大
規
模
な
墓

地
分
譲
よ
り
は
、
住
宅
政
策
、

畑
の
ほ
う
が
村
税
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

（
農
地
の
維
持
対
策
）

議
員
　
和
宇
慶
川
崩
地
区
の

保
全
・
維
持
対
策
は

農
林
水
産
課
長
　
側
溝
、
道

路
、
排
水
等
、
十
分
調
査
を

し
て
対
応
し
た
い
。

（
住
宅
計
画
）

議
員
　
津
覇
小
学
校
校
区
の

住
宅
政
策
と
し
て
、
十
一
号

の
追
加
指
定
で
緩
和
さ
れ
る

が
、
和
宇
慶
地
区
も
入
っ
て

い
る
か
。

都
市
建
設
課
長
　
今
回
は
、

伊
集
、
北
浜
、
南
浜
、
奥
間

の
一
部
で
す
。

議
員
　
和
宇
慶
地
区
の
人
口

減
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
和
宇

慶
農
業
白
地
地
番
一
帯
の
面

的
整
備
は
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長
　
地
主
組
合

を
立
上
げ
、
地
区
計
画
等
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

計
画
策
定
に
は
協
力
し
て
い

き
た
い
の
で
、
地
域
の
合
意

形
成
を
お
願
い
し
た
い
。

村
長
　
地
主
の
合
意
が
あ
れ

ば
メ
ニ
ュ
ー
っ
を
探
し
て
や

っ
て
い
く
。（

朝
市
）

議
員
　
販
売
促
進
、
学
校
給

食
へ
の
活
用
等
、
生
産
者
の

連
携
は
。

農
林
水
産
課
長
　
Ｊ
Ａ
お
き

な
わ
、
生
産
者
、
商
工
会
、

漁
協
等
と
の
連
携
を
検
討
し

て
い
く
。

村
長
　
推
奨
者
の
一
人
と
し

て
応
援
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
朝
市
を
地
産
地
消
に

繋
げ
て
い
く
た
め
に
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
で
す
。

人
的
な
検
討
も
頂
き
た
い
。

（
観
光
）

議
員
　
観
光
に
資
す
る
草
花

計
画
と
し
て
ツ
ワ
ブ
キ
を
提

案
し
た
い
。

村
長
　
観
光
客
が
増
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
頑
張
っ
て
推
進

し
て
い
き
た
い
。

歴
史
の
道
維
持
管
理

北
上
原
分
校
跡
地

利
　
用
　
計
　
画

施
政
方
針
か
ら

道 路 行 政

仲村　春光　議員

議
員
　
施
政
方
針
の
中

で
新
規
採
択
事
業
と
し
て
平

成
二
十
六
年
度
を
目
指
し
村

道
若
南
線
道
路
改
良
整
備
に

取
り
組
む
と
あ
り
ま
す
が
、

本
年
度
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長
　
平
成
二
十

四
年
度
で
予
備
設
計
を
終
わ

っ
て
い
る
の
で
、
今
年
度
は

住
民
説
明
会
を
行
い
合
意
形

成
を
図
り
、
そ
れ
を
受
け
て

県
に
二
十
六
年
度
予
定
で
新

規
採
択
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

議
員
　
村
道
新
川
線
予
備
設

計
は
終
わ
っ
て
い
る
と
思
う

が
整
備
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

都
市
建
設
課
長
　
こ
の
事
業

は
普
天
間
飛
行
場
周
辺
道
路

整
備
事
業
採
択
を
予
定
し
て

い
た
が
、
地
域
の
方
々
か
ら

整
備
反
対
の
声
が
あ
り
地
域

の
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
同
意
が

必
要
に
な
る
の
で
、

同
意
が
取
れ
る
か
再

度
精
査
し
た
い
。

議
員
　
北
上
原
坂
田

線
の
排
水
路
改
良
整

備
の
要
請
が
地
域
か

ら
で
て
い
る
が
、
改

良
の
計
画
は
あ
る
か
。

都
市
建
設
課
長
　
指
摘
の
場

所
は
東
坂
田
原
一
体
の
流
末

と
な
っ
て
お
り
、
県
道
二
九

号
線
を
横
断
し
な
い
こ
と
に

は
、
抜
本
的
解
決
に
な
ら
な

い
の
で
、
県
と
協
議
し
て
早

急
に
解
決
し
て
行
き
た
い
。

議
員
　
北
上
原
分
校
が
七
七

年
間
の
歴
史
を
残
し
て
廃
校

に
な
る
が
跡
利
用
計
画
は
。

福
祉
課
長
　
村
長
も
子
供
達

の
為
に
跡
地
利
用
を
検
討
す

る
と
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
、

学
童
ク
ラ
ブ
か
ら
利
用
し
た

い
と
要
望
が
あ
り
、
急
ぎ
進

め
て
行
き
た
い
。

議
員
　
運
動
広
場
は
地
元
北

上
原
自
治
会
に
管
理
委
託
を

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

副
村
長
　
村
の
直
営
管
理
す

る
部
分
に
は
学
童
ク
ラ
ブ
に

し
ろ
使
用
す
る
面
積
は
大
き

す
ぎ
る
の
で
、
議
員
の
提
案

に
あ
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は

地
元
と
協
議
し
て
検
討
し
た
い
。

議
員
　
歴
史
の
道
の
維
持
管

理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

く
考
え
か
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長
　
定
期
的
な

維
持
管
理
雇
用
と
商
工
会
の

建
設
協
力
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
清
掃
作
業
を
行
う
。
今

年
度
は
中
城
グ
ス
ク
の
会
の

方
々
に
も
お
願
い
し
維
持
管

理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
歴
史
の
道
周
辺
に
ツ

ワ
ブ
キ
を
植
え
る
費
用
に
一

括
交
付
金
を
利
用
で
き
な
い
か
。

村
長
　
沖
縄
ら
し
さ
、
そ
し

て
観
光
に
資
す
る
と
言
う
意

味
で
城
跡
公
園
世
界
遺
産
を

大
き
く
見
て
歴
史
事
業
の
一

つ
と
捉
え
ら
れ
な
い
か
今
検

討
さ
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
の

対
応
で
あ
れ
ば
一
括
交
付
金

で
い
け
る
と
思
っ
て
い
る
の

で
努
力
し
て
い
き
た
い
。

村土の利用計画

新垣　光栄　議員
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新 公 会 計 制 度

与那覇 朝輝　議員県
営
中
城
公
園
整
備

防
災
計
画
の
見
直
し

村
民
防
災
意
識
・
訓
練

村
長
の
資
産
等
公
開

議
員
　
制
度
の
概
要

は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

企
画
課
長
　
原
則
と
し
て

国
の
作
成
基
準
に
準
拠
し

発
生
主
義
の
活
用
及
び
複

式
簿
記
の
考
え
方
の
導
入

を
図
り
、
①
「
貸
借
対
照

表
」
②
「
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
」
③
「
資
金
収
支
計

算
書
」
④
「
純
資
産
変
動

計
算
書
」
の
財
務
四
表
の

整
備
を
し
て
い
く
。
現
行

の
公
有
財
産
台
帳
は
主
と

し
て
財
産
の
運
用
管
理
を

目
的
と
し
、
複
式
簿
記
、

発
生
主
義
会
計
を
前
提
と

し
て
い
な
い
た
め
、
現
在

価
格
が
明
確
で
な
く
、
ま

た
す
べ
て
の
資
産
を
網
羅

し
て
な
か
っ
た
た
め
、
昨

年
度
は
そ
の
作
成
を
行
い
、

今
年
二
月
に
財
務
四
表
を

作
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
員
　
現
在
の
制
度
よ
り

ど
の
よ
う
に
改
善
さ

れ
る
か
。

企
画
課
長
　
財
務
四

表
を
作
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
本
村
が
所

有
す
る
す
べ
て
の
財

産
と
債
務
が
把
握
で

き
る
ほ
か
、
資
産
・
債
務

改
革
や
予
算
編
成
を
含
む

行
財
改
革
に
活
用
で
き
、

さ
ら
に
現
役
世
代
の
負
担
、

将
来
世
代
の
負
担
の
状
況

な
ど
明
確
に
示
す
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

村
民
及
び
議
会
に
わ
か
り

や
す
い
財
政
状
況
の
説
明

に
活
用
で
き
る
ほ
か
、
予

算
編
成
時
に
貸
借
対
照
表

に
お
け
る
負
債
削
減
を
念

頭
に
最
適
な
財
源
調
達
の

組
み
合
わ
せ
を
検
討
す
る

た
め
に
も
有
効
活
用
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
用
地
買
収
や
施
設

整
備
の
進
捗
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長
　
全
体
計

画
と
し
て
、
平
成
三
十
年

度
の
完
成
を
予
定
し
て
お

り
、
用
地
買
収
は
約
七
五

％
、
施
設
整
備
は
約
三
五

％
の
進
捗
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
廃
墟
ホ
テ
ル
の
撤

去
問
題
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長
　
県
の
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
課
よ
り
の

情
報
で
は
、
平
成
二
十
三

年
度
よ
り
、
用
地
難
航
事

業
解
決
の
専
門
で
あ
る
財

団
法
人
公
共
用
地
補
償
機

構
と
契
約
し
、
そ
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
土
地
収

用
法
の
適
用
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
し
た
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

そ
の
他
、
県
営
中
城
公
園
に

関
連
し
た
指
定
管
理
者
契
約

に
つ
い
て
、
北
中
城
村
と
合

同
で
の
観
光
協
会
設
立
に
つ

い
て
の
質
疑
、
「
ペ
リ
ー
の

旗
立
岩
の
周
辺
開
発
」
に
つ

い
て
の
質
疑
も
あ
り
ま
し
た
。

平成25年度の施政方針

新垣　善功　議員

議
員
　
今
年
度
の
施

政
方
針
に
謳
わ
れ
て

い
る
施
策
の
実
現
に

向
け
て
農
業
振
興
、

観
光
振
興
の
計
画
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
課
長
　
農
業
振

興
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
、

キ
ク
農
家
へ
の
花
ロ
ボ
、

自
動
選
別
結
束
機
購
入
補
助
、

農
薬
購
入
補
助
、
農
業
用

施
設
の
整
備
、
維
持
補
修

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

企
業
・
観
光
課
長
　
中
城

城
跡
へ
の
観
覧
入
場
者
数

十
五
万
人
目
標
は
、
平
成

二
十
八
年
度
達
成
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
泊
事
業
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
処
で
あ
り
ま
す
。

議
員
　
今
年
度
の
農
業
振

興
予
算
を
見
ま
す
と
、
ハ

ー
ド
面
が
主
で
従
来
と
変

わ
っ
て
な
い
。
本
村

の
産
業
は
農
業
で
、

そ
れ
で
生
活
で
き
る

政
策
を
推
進
す
べ
き

で
は
。
そ
の
た
め
に

も
農
業
振
興
計
画
策

定
が
早
急
の
課
題
で

は
な
い
か
。
ま
た
観
光
振

興
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
へ
の
要
請
、
営
業
活
動

が
課
題
で
あ
り
予
算
も
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

早
急
の
対
策
が
必
要
で
あ

り
検
討
し
実
施
し
て
も
ら

い
た
い
。

議
員
　
東
日
本
大
震
災
か

ら
満
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

本
村
の
防
災
計
画
の
見
直

し
は
い
つ
頃
ま
で
に
完
了
し
、

村
民
へ
の
防
災
意
識
の
高

揚
と
訓
練
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
防
災
計
画
の
見

直
し
は
、
今
進
め
て
い
ま
す
。

　
防
災
意
識
の
高
揚
は
、
現

在
一
自
治
会
に
つ
い
て
は
自

主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
他

二
自
治
会
に
つ
い
て
は
、
地

元
と
協
議
中
で
近
日
中
に
は

結
成
で
き
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
訓
練
は
今
の
と
こ
ろ
実

施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
地
域
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
村
が
主
体
と
な
っ

て
訓
練
の
実
施
、
防
災
組
織

を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
地
域
に
任
せ
て
い
た

ら
今
の
状
況
で
は
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。

議
員
　
村
条
例
で
村
長
は
毎

年
所
得
を
公
開
（
報
告
）
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

閲
覧
し
た
と
こ
ろ
当
初
の
み

で
そ
の
後
は
公
開
（
報
告
）

さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
な

の
か
伺
い
ま
す
。

村
長
　
正
直
に
申
し
ま
す
と

完
全
に
失
念
し
て
お
り
ま
し

た
。
大
変
申
し
訳
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
今
後
は
、
法
令
遵
守

を
し
て
も
ら
い
た
い
。
「
失

念
で
し
た
」
で
は
通
用
し
ま

せ
ん
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
厳

し
く
指
摘
し
て
お
き
ま
す
。

ペリー提督一行が描いた中城城跡
（1853年）
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一 般 質 問 　 平成25年 3月定例議会

災害時要援護者対策

新垣　健二　議員

議
員
　
災
害
時
弱
者
へ

の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
迅
速
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
障
害
者

や
高
齢
者
を
対
象
に
、
実
態

把
握
調
査
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

議
員
　
対
象
者
は
何
名
で
、

第
三
者
へ
の
情
報
提
供
の
同

意
者
は
何
名
な
の
か
。

福
祉
課
長
　
対
象
者
が
一，
一

二
五
名
（
回
収
率
九
四
％
）
、

情
報
提
供
の
同
意
が
三
五
％

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
今
後
は
個
別
の
避
難

支
援
計
画
も
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
。

福
祉
課
長
　
避
難
場
所
は
ど

こ
で
、
誰
に
連
絡
を
と
れ
ば

支
援
し
て
も
ら
え
る
と
い
う

よ
う
な
台
帳
を
整
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。
支
援
者
に
な
る
で

あ
ろ
う
民
生
委
員
、
自
治
会

長
を
含
め
、
説
明
会
も
行
っ

て
い
き
た
い
。

議
員
　
津
覇
一
七
八

番
地
横
の
道
路
の
舗
装
、

立
川
線
の
排
水
溝
の

設
置
、
昭
和
興
業
横

の
里
道
の
整
備
に
つ

い
て
は
以
前
に
も
質
問
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

都
市
建
設
課
長
　
一
七
八
番

地
横
に
つ
い
て
は
現
況
道
路

部
分
に
私
有
地
部
分
が
含
ま

れ
て
お
り
、
当
所
予
定
の
整

備
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
地
権

者
の
同
意
を
得
て
い
る
二
〇

ｍ
間
に
つ
い
て
は
舗
装
工
事

を
行
っ
て
い
く
。
立
川
線
に

つ
い
て
は
地
方
改
善
事
業
で

の
整
備
を
県
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。
同
事
業
が
採
択
で

き
な
け
れ
ば
石
油
備
蓄
施
設

立
地
対
策
交
付
金
等
を
平
成

二
十
六
年
度
予
定
し
、
整
備

を
し
て
い
き
た
い
。
昭
和
興

業
横
に
つ
い
て
は
、
新
年
度

で
排
水
、
里
道
の
改
善
に
努

め
ま
す
。

議
員
　
本
村
の
児
童
虐
待
の

実
態
と
予
防
対
策
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

福
祉
課
長
　
児
童
虐
待
の
状

況
は
平
成
二
十
四
年
度
の
相

談
件
数
で
は
十
三
件
で
、
内

訳
と
し
て
、
身
体
的
虐
待
が

三
件
、
心
理
的
虐
待
が
三
件
、

ネ
グ
レ
ク
ト
が
二
件
、
養
育

環
境
の
問
題
が
五
件
で
す
。

予
防
対
策
と
し
て
は
、
児
童

相
談
所
や
学
校
教
育
委
員
会
、

警
察
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
で

構
成
し
て
い
る
中
城
村
要
保

護
児
童
対
策
協
議
会
を
定
期

的
に
開
催
し
て
、
通
報
や
相

談
に
迅
速
に
対
応
し
て
お
り

ま
す
。

議
員
　
虐
待
の
起
こ
る
原
因
は
、

経
済
的
な
問
題
、
親
自
身
の

心
身
の
問
題
と
か
、
様
々
な

問
題
が
重
な
り
合
っ
て
、
虐

待
が
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
家
庭
に
対
す
る

相
談
・
支
援
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
福
祉
制
度
の
紹

介
を
し
、
経
済
的
に
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
が
安

定
し
て
い
け
る
よ
う
に
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

護岸整備の状況は

仲宗根　哲　議員

議
員
　
平
成
十
二
年

度
護
岸
整
備
計
画
の

説
明
か
ら
、
設
計
施

工
の
変
更
や
事
業
の

見
直
し
な
ど
、
北
浜
地
内

で
は
事
業
が
大
分
遅
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た

平
成
二
十
六
年
度
ま
で
は

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る

と
聞
く
が
、
今
後
の
整
備

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

農
林
水
産
課
長
　
県
の
北

浜
海
岸
保
全
施
設
整
備
事

業
は
平
成
二
十
一
年
度
に

事
業
が
採
択
さ
れ
全
体
計

画
は
総
延
長
九
七
四
メ
ー

ト
ル
で
平
成
二
十
二
年
度

に
工
事
が
着
手
さ
れ
、
平

成
二
十
四
年
末
で
延
長
二

百
八
ｍ
完
了
し
て
い
る
全

体
の
二
一
％
の
進
捗
状
況

で
す
。
ま
た
当
初
の
事
業

計
画
は
平
成
二
十
六
年
度

ま
で
だ
が
、
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
延
長
も
あ
り
得

る
と
の
こ
と
。
平
成

二
十
五
年
度
に
は
津

覇
側
護
岸
延
長
一
八

〇
ｍ
の
整
備
を
計
画

し
て
お
り
、
平
成
二

十
六
年
度
か
ら
北
浜

側
の
護
岸
の
整
備
を

行
う
予
定
で
す
。
整
備
予

定
箇
所
に
は
個
人
所
有
の

海
没
地
が
十
二
筆
あ
り
、

整
備
を
実
施
す
る
に
は
全

地
権
者
の
同
意
が
必
要
で

あ
り
、
全
員
の
同
意
は
ま

だ
得
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
県
と
地
権
者
と
の

協
議
を
重
ね
て
行
き
、
事

業
が
円
滑
に
実
施
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
各
字
、
自
己
開
発

道
路
の
未
整
備
部
分
が
あ

る
と
思
う
が
、
今
後
整
備

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

都
市
建
設
課
長
　
自
己
開

発
道
路
占
有
通
路
に
関
し

て
は
基
本
的
に
受
益
者
に

よ
る
整
備
と
な
る
。
一
般

の
村
民
不
特
定
多
数
の
利

用
に
供
す
る
べ
き
整
備
に

は
村
に
よ
る
整
備
を
維
持

管
理
の
範
囲
で
行
う
。
ま

た
都
市
建
設
課
の
ほ
う
に
支

援
事
業
が
あ
り
、
各
自
治
会

で
資
材
費
を
要
求
し
て
、
自

己
開
発
し
た
と
こ
ろ
を
整
備

し
て
ほ
し
い
。

議
員
　
以
前
役
場
が
設
置
し

た
水
銀
灯
、
防
犯
灯
は
三
十

年
以
上
た
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
修
理
や
取
替
え
工
事
等
、

各
自
治
会
に
お
い
て
維
持
経

費
の
負
担
が
大
き
い
と
聞
く

が
、
予
算
計
上
し
て
取
替
え

計
画
が
あ
る
か
。

都
市
建
設
課
長
　
台
帳
整
備

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

今
年
度
村
全
体
の
把
握
を
行

い
検
討
課
題
と
し
て
取
り
組

む
、
ま
た
道
路
ス
ト
ッ
ク
老

朽
化
事
業
の
予
算
が
、
二
月

二
十
六
日
に
国
の
ほ
う
で
可

決
さ
れ
緊
急
補
修
の
ほ
か
、

道
路
照
明
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
で
防

犯
灯
の
設
置
が
で
き
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

児

童

虐

待

生
活
道
路
の
改
善

道
路
整
備
と
維
持
管
理

防
犯
灯
の
維
持
管
理
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一 般 質 問 　 平成25年 3月定例議会

中城南小運動場芝生の維持管理

貴
重
な
歴
史

資
料
の
消
失

中
城
城
跡
と
の

関
連
付
け
は
な
し

水道料金格差

宮城　治邦　議員

議
員
　
個
別
住
宅
及

び
県
営
団
地
と
共
同
住
宅

と
の
水
道
料
金
に
格
差
が

あ
る
の
は
何
故
か
。

下
水
道
課
長
　
親
メ
ー
タ

ー
の
み
で
水
道
料
金
の
算

定
を
行
う
た
め
、
格
差
を

生
じ
る
ケ
ー
ス
が
ご
ざ
い

ま
す
。

議
員
　
国
、
県
か
ら
実
態

に
即
し
て
周
知
指
導
を
図

ら
れ
た
い
と
の
通
知
が
さ

れ
て
い
る
が
、
共
同
住
宅

設
置
者
に
対
し
周
知
は
さ

れ
た
か
、
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
水
道
法
の
周
知
義
務

違
反
に
な
ら
な
い
か
。
ま

た
、
な
す
べ
き
行
為
を
し

な
か
っ
た
こ
と
は
不
作
為

で
あ
り
、
法
律
違
反
に
な

ら
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長
　
現
在
未

実
施
の
た
め
周
知
指
導
を

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

不
作
為
に
あ
た
る
と
思
い

ま
す
。
法
律
違
反
に

な
り
ま
す
。

議
員
　
個
別
住
宅
と

共
同
住
宅
と
の
水
道

料
金
格
差
は
何
年
何

月
か
ら
知
っ
て
い
た

か
。

上
下
水
道
課
長
　
平
成
二

十
一
年
度
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

議
員
　
村
長
は
平
成
二
十

一
年
三
月
議
会
で
水
道
使

用
料
に
差
が
あ
れ
ば
、
次

年
度
に
は
格
差
是
正
の
た

め
の
条
例
改
正
を
行
う
と

答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

水
道
課
に
い
つ
検
討
す
る

よ
う
指
示
さ
れ
た
か
。

村
長
　
我
々
の
気
持
ち
の

な
か
で
は
何
と
か
し
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
話
は

あ
り
ま
し
た
が
、
正
直
な

と
こ
ろ
ず
る
ず
る
と
こ
こ

ま
で
来
て
し
ま
っ
た
と
言

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員
　
七
年
前
か
ら
の
経

過
を
踏
ま
え
、
放
置
し
て

不
利
益
を
与
え
て
来
た
こ

と
は
重
大
な
問
題
で
あ
り
、

当
局
の
職
務
怠
慢
に
よ
っ

て
な
す
べ
き
行
為
を
し
な

か
っ
た
こ
と
は
住
民
に
対

す
る
背
信
行
為
で
不
作
為

だ
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
不
当
な
過
払
い
分
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
処
理

し
て
、
責
任
を
取
ら
れ
る

つ
も
り
か
。

村
長
　
法
的
な
部
分
と
罰

則
規
定
も
含
め
て
、
精
査

を
し
て
判
断
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
中
部
市
町
村
で
水

道
料
金
格
差
是
正
を
処
置

す
る
連
合
専
用
給
水
装
置

を
適
用
し
て
な
い
市
町
村

は
何
団
体
あ
る
か
。

上
下
水
道
課
長
　
本
村
と

北
中
城
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員
　
格
差
是
正
に
必
要

な
連
合
専
用
給
水
装
置
の

導
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
平
成
二
十
五

年
度
四
月
一
日
か
ら
適
性

に
実
施
し
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。

村
長
　
ど
ん
な
に
遅
く
て

も
来
年
度
、
平
成
二
十
六

年
度
四
月
か
ら
は
間
違
い

な
く
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

水没する歴史資料図書館

仲眞　功浩　議員

議
員
　
想
定
さ
れ
る

中
城
村
の
津
波
の
最

大
浸
水
深
さ
、
最
大

遡
上
高
さ
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
県
の
防
災
課

が
示
し
た
中
城
村
の
最
大

遡
上
高
は
十
五
メ
ー
ト
ル
、

浸
水
深
さ
は
五
メ
ー
ト
ル

か
ら
の
十
メ
ー
ト
ル
で
す
。

議
員
　
新
聞
報
道
に
よ
れ

ば
五
メ
ー
ト
ル
で
二
階
建

て
の
建
物
が
水
没
、
十
メ

ー
ト
ル
で
三
回
建
て
が
水

没
、
十
五
メ
ー
ト
ル
で
五

階
建
て
の
建
物
が
水
没
す

る
目
安
だ
と
言
う
。
歴
史

資
料
館
図
書
館
の
建
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
場
所
は

海
抜
何
メ
ー
ト
ル
あ
る
の

か
。

生
涯
学
習
課
長
　
二
メ
ー

ト
ル
の
海
抜
で
す
。
今
計

画
し
て
い
る
歴
史
資
料
図

書
館
の
屋
上
の
高
さ
が
十

三．
八
メ
ー
ト
ル
で
、

海
抜
二
メ
ー
ト
ル
を

プ
ラ
ス
す
る
と
一
五．

八
メ
ー
ト
ル
に
な
り
、

県
が
想
定
し
て
い
る

一
四．
八
メ
ー
ト
ル

ク
リ
ア
し
て
い
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
こ
れ
は
大
変
シ
ビ

ア
な
問
題
だ
。
計
画
で
は

一
階
が
一
部
図
書
館
を
兼

ね
る
歴
史
資
料
展
示
室
、

二
階
は
全
て
図
書
館
、
三

階
は
避
難
・
防
災
室
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
ど

う
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の

よ
う
な
リ
ス
ク
を
作
り
出

す
よ
う
な
場
所
選
定
が
行

わ
れ
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
お
っ
し

ゃ
る
通
り
、
今
予
想
さ
れ

て
い
る
津
波
が
来
ま
す
と
、

一
、
二
階
は
完
全
に
水
没

し
ま
す
。
た
だ
、
吉
の
浦

公
園
近
く
に
公
共
施
設
が

集
積
し
て
い
る
た
め
、
そ

の
利
用
面
、
駐
車
場
の
確

保
の
面
か
ら
検
討
委
員
会

が
検
討
し
て
選
定
し
ま
し

た
。

議
員
　
貴
重
な
歴
史
資
料

と
か
財
産
を
失
う
リ
ス
ク

と
い
う
の
は
全
く
考
慮
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
発
想
で
選
定
が
行
わ
れ

た
の
は
、
私
に
は
到
底
納

得
で
き
な
い
。
北
谷
町
で
は
、

消
防
署
や
給
食
セ
ン
タ
ー

を
高
台
に
移
動
し
、
少
し

で
も
低
地
の
リ
ス
ク
を
避

け
た
い
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
全
国
的
な
流
れ
で
す
。

中
城
村
は
わ
ざ
わ
ざ
自
分

た
ち
で
リ
ス
ク
を
作
り
出

そ
う
と
し
て
い
る
。
考
え

て
頂
き
た
い
。

議
員
　
観
光
資
源
と
し
て

の
世
界
遺
産
「
中
城
城
跡
」

と
の
関
連
は
ど
の
よ
う
に

位
置
付
け
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
城
跡
と

本
計
画
地
は
距
離
が
あ
り

関
連
づ
け
る
の
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。
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議案審査報告

平成25年度中城村一般会計予算 ぎかい
ぎいん

の
め

　
三
月
定
例
議
会
の
各
常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
左
記
の
意
見
を
付
し
て
全
て
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

議
案
第
26
号

委 員
VOICE

　財政の透明化を高め、議会及

び住民への説明責任を果たすた

めに、事業別予算書の作成等さらにわか

りやすく丁寧な情報公開が求められる。

委 員
VOICE

　特定検診受診率向上に努めるとともに、

医療費適正化を目指すうえからも、健康

づくり推進に尚いっそう取り組むこと。

新型インフルエンザ等対策本部条例 文
教
社
会
常
任
委
員
会

議
案
第
6
号

国民健康保険特別会計予算
議
案
第
27
号

後期高齢者医療特別会計予算
議
案
第
28
号

委 員
VOICE

　公共下水道工事は南上原土地区画整理事業区域

を推進すると共に、下地域も工事を推進すること。

　接続率が低い状況にあるので、もっと努力して接続率の

向上に努めること。

漁民集落センターの
設置及び管理に関する条例 建

設

常

任

委

員

会

議
案
第
11
号

道路の構造の技術的基準等
を定める条例

議
案
第
12
号

公共下水道事業特別会計予算

議
案
第
30
号

汚水処理汚水処理施設管理
事業特別会計予算

議
案
第
32
号

水道事業会計予算

議
案
第
31
号

水道事業の付設工事監督者
及び水道技術管理者の資格
基準等に関する条例 土地区画整理事業特別会計予算

議
案
第
29
号

移動等円滑化のために必要
な特定公園施設の設置に関
する基準を定める条例

議
案
第
14
号

議
案
第
16
号

公共下水道の構造の技術基
準等に関する条例

議
案
第
15
号
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意見書提出

政府による 4 月 28 日の
「主権回復の日」式典開催に対する意見書
　政府は、1952 年のサンフランシスコ講和条約発効の日である 4月 28日を日本の「主権回復
の日」とし、式典を開催することを閣議決定した。
　沖縄、奄美、小笠原諸島が日本から切り離され、米国による異民族支配が始まった 4月 28
日をわれわれ県民は「屈辱の日」として語り継いできた。
　政府が沖縄の歴史を直視せず、今頃になって「主権回復」をことほぐのは、県民を更に愚弄
するものであり、断じて容認できない。
　米軍は条約発効後、沖縄の住民が暮らしていた土地の強制接収をはじめ、「銃剣とブルドー
ザー」で住民を追い出し、基地の強行建設を行い、27年間の過酷な異民族支配を経て、沖縄
の施政権は1972年 5月 15日に返還された。
　だが、県民が望んだ「核抜き本土並み」の米軍基地削減は進まず、日本復帰から 41年目を
迎える今日でも沖縄に在日米軍専用施設の 74％の基地が集中し、不平等な日米地位協定によ
る事件・事故が相次いでいる。
　日米政府は、県内 41市町村や県議会が反対する米海兵隊垂直離着陸輸送機MV-22オスプレ
イの強行配備に加え、普天間飛行場の名護市への新基地建設を強行に押し込もうとしている。
　日米地位協定の改定要求についても、真剣に対米交渉しようとする姿勢がない。
政府が式典の前にまず行うべきことは、沖縄県における米軍基地の差別的な加重負担を全国民
と共有し、その負担の解消を図ることではないか。
　よって、中城村議会は、今回の政府による式典開催決定に対し、強く抗議するとともに、式
典開催に対し甘受できないことを表明する。
　以上、地方自治法第99上の規定により意見書を提出する。

沖縄県中城村議会宛て先
　　内閣総理大臣
　　内閣官房長官

意 見 書 第 １ 号 

　「聖域なき関税撤廃が前提ではないとの認識に立った。」としてＴＰＰ交渉参加を安倍

総理は表明した。しかしながら、我が国の農産品が関税撤廃の対象から除外される保証

はなく、農業の存亡のみならず、医療制度、食の安全基準などのほか２４分野におよび

ます。国民の生活ほとんどに影響を与えるＴＰＰ交渉への参加は断固反対する意見書を

賛成多数で採択しました。

意 見 書 第 ２ 号 採
択

採
択

政府の拙速なＴＰＰ交渉参加を

断じて容認できない !!

一部抜粋

平成25年　3月28日

平成25年　3月28日
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施策執行の視察

陸上競技場

中城村役場

中城小学校

中城中学校

津覇小学校

中城南小学校

琉球大学

中城城跡

3
月
８
日金

曜
日

待望の図書館

歴史資料図書館建設
用地決定！

本年度実施設計が完了し、着手
に入る。（沖縄振興一括交付金
を活用）

中城城跡
から登又へ

村
道
中
城
城
跡
線
、
道
路
改
良
工
事
は

平
成
二
十
八
年
度
完
成
予
定
、
登
又
か

ら
中
城
城
跡
正
門
へ
の
道
路
が
進
行
中

平成25年度南上原糸蒲公園整備工

事により、管理棟及び駐車場等の

整備が完成、来年度供用開始予定

糸蒲公園整備の進捗状況は

中城村浜漁港
集落センター完成

電源立地地域対策交付金を活用して、漁業
者をはじめ地域住民の交流の拠点として、
イベントや祭事を開催する。

歴史資料図書館建設
用地決定！

イメージパース来
年
度

完
成
予
定

村道城跡線は
どこまでできているか
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附属中

琉球大学
東口（中城口）

中城南
小学校

附属小

消防学校

長田小学校

ファミリー
マート

旧北上原
分校

高速道路
P.A

高速道路
P.A

北上原
公民館

ペリーの
旗立て岩

南上原公民館
ほっともっと

ココ
ストア

ユニオン

ファミリー
マート

ローソン

宜野湾カギ店

プチ
スイート

登又公民館

新垣公民館

ローソン

ゴ
ル
フ
場

35
県道

29
県道

32
県道

中城城跡

南上原

北上原

新垣

登又

宜野湾市

－南上原県道 2 9号線沿い－（桃原てんぷら店前）

　
こ
の
場
所
は
中
城
南
小
学

校
開
校
に
伴
う
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
中
で
も
指
摘
の
多

か
っ
た
場
所
で
、
両
道
路
と

も
に
交
通
量
が
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
出

す
車
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な

状
況
で
見
通
し
が
悪
い
上
に

カ
ー
ブ
直
前
に
横
断
歩
道
が

あ
る
た
め
横
断
し
に
く
い
状

況
で
あ
る
。

　
ま
た
新
垣
区
民
館
前
道
路

は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
量

も
多
い
割
に
歩
道
も
狭
く
、

歩
行
者
、
特
に
子
供
や
お
年

寄
り
に
危
険
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

カーブ直前の横断歩道
－新垣区民館前、北上原プチスイート前の横断歩道－

　四月に小学校が開校し

たが信号機が未設置の状

態が続いていた危険箇所

で、議会でも指摘され、

地域住民保護者からの強

い要望が寄せられていた。

　近日に信号機設置が決

定した。

－ 中 城 南 小 学 校 前 －

行きました  見ました やってみます

視察日：平成25年5月22日

　村道大瀬線完成後自動車同士の衝突事故が多発、
地域からの信号機設置要望も強く、要請も成されて
いる。
　これまでにも自転車に乗る子どもと自動車の接触
事故も発生しており、早急の対策が求められる。

－登又地区高速道路下の交差点－

横
断
歩
道
近
く
の
店
舗
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
事
故
を
憂
う
桃
原
さ
ん

新垣区民館前、車道、歩道ともに狭いが交通量は多い プチスイート前、視認性が悪い

危
険
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
交
差
点

　
子
ど
も
達
や
お
年
寄
り
が
よ

く
横
断
す
る
が
、
い
つ
も
危
険

を
感
じ
て
い
る
。

　
接
触
事
故
、
車
両
横
転
事
故

も
あ
り
、
い
つ
重
大
事
故
に
つ

な
が
る
か
心
配
と
話
す
交
差
点

近
く
の
桃
原
て
ん
ぷ
ら
店
主
の

桃
原
保
さ
ん
。

　
危
な
い
と
思
っ
た
ら
仕
事
の

手
を
休
め
て
横
断
誘
導
を
す
る

こ
と
も
あ
る
。

　南上原区画整理事業により道路網の整

備が進み交通量の多い県道２９号線と支

線の新たな交差点ができた。しかし、信

号機が未設置のため横断歩道を渡るにも

危険がともなう。

交差点の様子。小さな子にも交通量の多さは容赦なく襲いかかる
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附属中

琉球大学
東口（中城口）

中城南
小学校

附属小

消防学校

長田小学校

ファミリー
マート

旧北上原
分校

高速道路
P.A

高速道路
P.A

北上原
公民館

ペリーの
旗立て岩

南上原公民館
ほっともっと

ココ
ストア

ユニオン

ファミリー
マート

ローソン

宜野湾カギ店

プチ
スイート

登又公民館

新垣公民館

ローソン

ゴ
ル
フ
場

35
県道

29
県道

32
県道

中城城跡

南上原

北上原

新垣

登又

宜野湾市

－南上原県道 2 9号線沿い－（桃原てんぷら店前）

　
こ
の
場
所
は
中
城
南
小
学

校
開
校
に
伴
う
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
中
で
も
指
摘
の
多

か
っ
た
場
所
で
、
両
道
路
と

も
に
交
通
量
が
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
出

す
車
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な

状
況
で
見
通
し
が
悪
い
上
に

カ
ー
ブ
直
前
に
横
断
歩
道
が

あ
る
た
め
横
断
し
に
く
い
状

況
で
あ
る
。

　
ま
た
新
垣
区
民
館
前
道
路

は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
量

も
多
い
割
に
歩
道
も
狭
く
、

歩
行
者
、
特
に
子
供
や
お
年

寄
り
に
危
険
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

カーブ直前の横断歩道
－新垣区民館前、北上原プチスイート前の横断歩道－

　四月に小学校が開校し

たが信号機が未設置の状

態が続いていた危険箇所

で、議会でも指摘され、

地域住民保護者からの強

い要望が寄せられていた。

　近日に信号機設置が決

定した。

－ 中 城 南 小 学 校 前 －

行きました  見ました やってみます

視察日：平成25年5月22日

　村道大瀬線完成後自動車同士の衝突事故が多発、
地域からの信号機設置要望も強く、要請も成されて
いる。
　これまでにも自転車に乗る子どもと自動車の接触
事故も発生しており、早急の対策が求められる。

－登又地区高速道路下の交差点－

横
断
歩
道
近
く
の
店
舗
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
事
故
を
憂
う
桃
原
さ
ん

新垣区民館前、車道、歩道ともに狭いが交通量は多い プチスイート前、視認性が悪い

危
険
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
交
差
点

　
子
ど
も
達
や
お
年
寄
り
が
よ

く
横
断
す
る
が
、
い
つ
も
危
険

を
感
じ
て
い
る
。

　
接
触
事
故
、
車
両
横
転
事
故

も
あ
り
、
い
つ
重
大
事
故
に
つ

な
が
る
か
心
配
と
話
す
交
差
点

近
く
の
桃
原
て
ん
ぷ
ら
店
主
の

桃
原
保
さ
ん
。

　
危
な
い
と
思
っ
た
ら
仕
事
の

手
を
休
め
て
横
断
誘
導
を
す
る

こ
と
も
あ
る
。

　南上原区画整理事業により道路網の整

備が進み交通量の多い県道２９号線と支

線の新たな交差点ができた。しかし、信

号機が未設置のため横断歩道を渡るにも

危険がともなう。

交差点の様子。小さな子にも交通量の多さは容赦なく襲いかかる
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さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
、
情
報
は
、
今
や
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
、
新
聞
な
ど
の
従
来
型
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
加
え
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ
り
国
内
ニ
ュ
ー
ス
に
と
ど
ま

ら
ず
、
世
界
中
へ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
さ
れ
る
時
代
と
な

っ
た
。
そ
れ
ら
の
情
報
発
信
力
を
巧
み
に
使
い
こ
な
す
人

も
多
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
代
表
格
が
、
橋
下
徹
大
阪
市

長
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
登
庁
時
と
退
庁
時
の
囲
み
取
材

の
ほ
か
テ
レ
ビ
各
局
の
あ
ら
ゆ
る
番
組
に
ま
で
登
場
。
い

つ
の
間
に
か
知
名
度
が
ア
ッ
プ
し
有
名
人
に
な
っ
て
い
く
。

政
治
家
に
と
っ
て
顔
や
政
治
姿
勢
、
政
策
な
ど
の
一
言
一

句
を
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
最
も
好
都
合
で
あ
り

上
等
手
段
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
先

般
の
「
従
軍
慰
安
婦
は
当
時
必
要
で
あ
っ
た
」、「
米
軍
は

風
俗
業
を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
」
等
々
の
発
言
に
よ
り
報

道
は
一
気
に
加
熱
し
、
囲
み
取
材
で
の
真
意
を
“
釈
明
会

見
、
補
足
説
明
会
見
“
と
ま
で
言
わ
れ
る
報
道
合
戦
に
膨

大
な
時
間
を
費
や
す
情
報
化
社
会
を
異
様
で
危
険
な
動
き

に
感
じ
と
る
人
も
多
い
の
で
は
。
落
ち
着
い
た
冷
静
な
判

断
が
よ
り
必
要
に
な
っ
た
時
代
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
新
垣
　
博
正
）

編

集

後

記

中城村の児童・生徒のみなさん、上手いも下手も関係ありません！あなたの字のままでいいんです
（ぎかいだよりの文字を横書きと縦書き）

お問い合わせは中城村議会事務局（1895-4318）まで

「ぎかいだより」の題字の募集をします

新
垣
　
徳
正

金
城
　
　
章

新
垣
　
博
正

新
垣
　
光
栄

伊
佐
　
則
勝

と　き 平成２５年５月８日（水）
ところ 自治会館２階ホール

正・副常任委員長研修会

研修会レポート

ぎ
か
い
の

　
　
新
し
い
顔

議会事務局長

知名　勉

　
四
月
一
日
付
け
定
期
人
事
異

動
に
よ
り
議
会
事
務
局
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
知
名
勉
と
申
し

ま
す
。

　
事
務
局
長
と
い
う
重
責
を
担

う
こ
と
に
な
り
荷
が
重
い
で
す
が
、

議
会
と
執
行
部
と
の
連
携
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
微
力
な
が

ら
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

事
例
報
告
を
基
に

解
説
す
る
講
師
の

石
垣
安
秀
事
務
局
長

法令や条例をどう解釈して
問題をクリアするか？

講師：沖縄県町村議会議長会事務局　石垣　安秀

議
会
運
営
い
ろ
い
ろ
Ｑ
＆
Ａ

１．議決に基づかない議長の県外などの出張手続きの取り方は？

２．予算案を２つ以上の常任委員会へ分割付託するのは違法か？

３．同一事項の複数議案が提出された時の採決手順は？

４．議員個人の採決時の賛成、反対の議員名の公開について

　地方分権の推進により議会が住民に信頼されるには、政

策決定の過程がより透明性が求められる。同時に法令・条

例をどう正確にクリアす

るかの力量も必要である。

議会の機能を高め活力あ

る地域づくりをめざすた

めにも意義深い研修とな

りました。
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